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曼
茶
羅
供
と
は

、

両
部
大
曼
荼
羅
を

供
養
し

て
、

新
造
の

佛
像
開

眼
、

堂

塔
の

落
慶

、

先
亡

追

善
の

為
に

修
さ

れ
る

法
会
で

あ
る

。

こ

の

法
会
は

、

「

初
め

は

漫
荼

羅
の

具

足
せ

る

を
見
る

三

昧
耶
な

り
」

、

ま
た

「

遥
か

に

曼
荼
羅
を

見
る

時
は

無
始
以

来

の

悪
業
重
障
摧
滅
し

、

こ

れ

を

供
養
す
る

功
徳
広
大
な

り
。

謂
く
造
漫
荼
羅
の

と

き
、

具
足
の

漫
荼
羅
を

見
ん

と

謂
う
が

如
し

。

（

中
略
）

是
の

如
く
の

法
会
を

見
る

こ

と

を

得
せ

し
む
る

が

故
に

、

無
量
の

罪
業

皆
な
滅
除

す
る

こ

と
を

得
」

と
い

う
『

大
日

経
』

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ユ　

並

に

『

大
日

経
疏
』

の

「

秘
密

曼
荼
羅
品
」

に
説
示
す
る

「

五

種
三

昧
耶
」

の

第
一

に

位

置
付

け
ら

れ
る

分

斉
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

真
言
宗
に

お

け
る

法
会
儀

式
と

し
て

古
来
よ

り
尊
重
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
こ

で

法
会
儀
式
と
し
て

の

「

曼
荼
羅

供
」

は

如
何
な
る

経
緯
を
経
て

今
日
ま
で

至
っ

て
い

る

の

か
。

真
言

宗
の

中
で

も

特

に
豊

山
の

場
合

、

伝
法
院
流
を

根
本
法
流
と

し
た

明
治
四
十
三

年
を

転
機
と

し
て

見
た

時
、

そ
の

「

曼
荼
羅
供
」

の

み

に

お
い

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2＞

て

も

紆
余
曲
折
を
垣

間

見
る

現
実
が

あ
る

。

し

か

し

な
が

ら

所
用
の

法
流
を

豊
山

派
で

は

「

伝
法
院
流
」

と

規
定
し

て

い

る

以

上
、

「

曼
荼
羅

供
」

に

お
い

て

も
厳
重

に

伝

法
院
流
の

通
則
に

従
う
の

が

本
義
で

あ
ろ

う
と

考
え
て
い

る
。

頼
瑜
．

専
誉
両
僧
正
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の

御
遺
忌
大
法
要
と

し
て

る
。

「

曼

薬
羅
供
」

は

既
に

執
行
さ
れ

た

が
、

改
め
て

関
わ

る

諸
問
題

を

見
直
し
て

み

た

い

と

考
え
て

い
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3

問
題
の

所
在
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問
題
の

所
在
は

、

事
相
と
い

う
範
躊
に

属
し

て
い

る
こ

と

か
ら

、

そ

の

中
で

の

条

件
に

お
い

て

調
査

検
討
し
て
い

き
た
い

と

考
え
て
い

る
。

そ
こ

で

伝

法
院
流
と
い

う
枠
に

お
い

て

羂
い

ら
れ

る
「

曼

荼
羅

供
次
第
」

に
つ

い

て
、

そ
の

所
在
を

明
ら

か
に

し
、

そ
の

次
第
に

よ
っ

て

何
が

確
認
さ
れ

、

如
伺
に

あ
る
べ

き
か
を

問
い

質
す
こ

と
が

本
稿
の

目

的
と

な
る

。

　
ま
ず
伝
法
院
流
と

は
、

興
教

大
師
覚
鑁
上

人

を
事
相
法
流
上
の

流

祖
と

い

る

こ

と

は

周
知
の

通

り
で

あ
る

。

ま

た

広
沢
六

流

の
一

つ

に

数
え

ら

れ
、

主

要
な

本
次
第
類
は

広
沢
方
の

整

教
類
に

基
づ

い

て

縮
伝
さ
れ

て
い

る
。

そ

の

伝
法
院
流
に

お

い

て

も

法
会
儀
式
が

広
沢

方
の

所
作
法
則
に

拠
る
べ

き
こ

と

は

勿

論
の

事
で

あ
る

が
、

現

行
の

法
会
に

お

け
る

法
則
所
作
に
つ

い

て

は

本
義
と

相
違

す
る

箇
所
も

見
ら

れ

る
こ

と
か

ら
、

相
伝
に

よ
る

確
か
な

根
拠
を

提
示
し

、

是
正

す
る

意
味
を

含
め
て
、

「

曼

荼
羅

供
」

が

伝
法
院
流

に
よ
っ

て

執
行
さ

れ
る

場
合
の

指
針
と

な
る

為
に

も
、

当
次
第
の

存
在
を

改
め
て

捉
え
て
い

く
必
要
が

あ
る

と

考
え
て

い

る
。

当
次
第
の

概
要

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
ハ
3V

　
ま

ず
当
流
所
用
の

「

曼
萎
羅
供
次
第
」

に
つ

い

て

所
在
を
提
示
す
る

と
、

逓

常
は

『

伝
法
院
流
聖

教
』

中
の

『

小

次
第
』

に

収
録
さ
れ
た

も
の

を
指
す
が

、

『

曼
茶
羅
供
次
第
』

の

み

に

お
い

て

は
、

主

と
し

て

次
に

掲
げ
る
三

帖
一

帙
の

体
裁
に

よ
る

長
谷
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寺
所

蔵
「

曼
荼
羅
供
次
第
」

を

指
す
も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

　
　
『

曼
荼
羅
供
次
第

・

三

帖
−
広
沢
懣
用
法
財

二

・

伝
流
供
養
法
矗

（

『

長
谷
寺
聖
教
圏
録
幽

五

箱
−

六

十
凶
〉

　
　
　
　
　

帙

園

圖
　
文
久
二

年
（

一

八

六
二
〉

八

月
改
造

帙
　
通

済

　
A
『

広
沢
曼
荼
羅
供
次
第

豊
輿
伝
法
院

権

僧
正

尊
如

』

　
　

圃
鬮
］

曼
荼
羅
供
次
第
堂

垂
行

　
　
　

囿
　
平
座
曼
タ

ラ

供
事

　
　
　
　
建
保
二

年
三

月
日

寛
瑜
法
印
法
事
導
師
覚
教
法
印
之

向
ノ

彼
道
儀
所
聞
及
粗
記
之

　
　
　
　
佛
。
界

判

書

隼
経

導
師

騨
劈
騰
齷

如

矗
量
之
不

具
＋
弟
子

無
言
行
道
総

礼
毎

芝

斃
於
本

座

里
・

　
　
　
　
　

右
三

僧
記
内
写
之
者
也

（

傍
線
は

筆
者
に

よ
る

）

　
　

奥
書
干

時
延
宝
二

（

一

六
七

四
）

年
六

月
十
六

日
之
用

意

　
B
『

広
沢

曼
荼
羅
供
次
第

豊

山
伝

法
院

権
僧
正

尊
皰

』

（

広
沢

曼
茶
羅

供
次
第

小

池
鋳

僧
正

尊
如

）

　
　

圃
鬮
嗣

曼
茶
羅
供
次
第
螳

概

　
　

鬨

圄
一

品
宮

御
母
儀
三

十
三

回
忌
御
佛
事
被
行
之

　
大
阿

闍
梨
上

醍
醐

水
本

僧
正

寛
済
職

衆
十
二

口

　
　
　

右
次
第
従
御
噺
被
注

書
之
了
也

　

C
『

伝
流
曼
荼
羅
供
次
第
』

（

豊
山
伝
法
院
僧
正

尊
如
）

　
　

金

捌

頂
経
蓮
華
部
心
念
誦

次
第
中
大
供

養
会
・

四
邸

会
・

一

印
会
ヲ

胎
蔵
界
念
誦
次

第
ノ

大

羯
磨
印
・

大
威

徳
生
・

金
剛

　
　

不
壊
・

蓮
華
蔵
・

万

徳
荘
厳
・

一

切
支
分
生
・

法
住
印
・

世
尊
陀
羅
尼
・

迅
疾
持
ヲ

引
入
シ

両
部

合
行
次
第
ト
ス

ル

モ

四

　
　

度
次
第
中
二

金

翻
界
念
誦
次
第
胎
蔵

界
念
誦
次

第
ヲ

第
一

巻
二

掲
載
ズ

ミ
ニ

テ

略
ス

。

（

『

伝
法
院
流
聖

教
』

三
、

七
十
四

頁

　
35

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
3

　
　

下
V
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こ

の

三

轄
の

内
一

帖
は

、

C
次
第
『

伝
流

曼
荼
羅
供
次

第
』

で

あ
る

が
、

帙
題
の

「

伝
流
供
養
法
」

を

指
し

、

内
容
は

『

両

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

36

都
合
行
法
』

で

あ
り

、

所
攤
の

『

金

湖
界
念
諦
次
第
 

に

『

胎
蔵
界
念

誦
次
第
』

の

大
羯
磨
印
・

八

印
を

引
入
し
た

次

第
と

し

　
3

て

い

る
。

他
二

帖
A
・

B
の

次
第
に
つ

い

て

は
、

「

広
沢

通
用
法

則
」

と

さ

れ
、

こ

れ

か

ら

検
討
す
る

「

曼
荼
羅
供

次
第
」

で

あ

る
。

　
先
づ

A
次
第
に
つ

い

て
、

次

第
末
に

付
さ
れ

た

「

平
座

万
タ

ラ

供
の

事
」

に

注
目
し
て

み

た
い

と

思

う
。

こ

れ

は

『

三

僧
記
』

中
よ

り
写
さ
れ

記
載
さ
れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か
る

。

そ
の

中
で

、

　
　

建
保
二

年
（

一

二
一

四
）

三

月
日

寛
瑜
法
印
法
事
導

師
覚
教

法
印
之
向

と

い

う
記
述
が

あ
り

、

寛
瑜

法
印
（

一

＝
二

二

ー
一

二
一

四
）

の

法
事
に

覚
教

法
印
が

導
師
を

勤
め
た

際
、

平
座

曼
荼
羅
供
を

修

し
た
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

は

禅
覚
（

一

一

七

四

ー

＝
一

二

〇
）

記
で

あ
る

『

三

僧
記
』

か

ら

引
用
し
て

付
さ
れ
て

い

る

も

の

で

あ
る．、

そ
の

『

三

僧

記
』

自
体
に

は
、

「

平
座
万
タ

ラ

供
の

事
」

の

直
前
に

「

曼

荼
羅
供
大
阿

闍
梨
次

第
黼
讎
」

が

記
さ

れ
、

こ

の

次
第
と

守
覚
（

＝
五

〇
1
＝
一

〇
二
）

が

類
聚
或
は

撰

述
さ
れ

た

『

紺
表
紙
小

双
紙
』

中
に

「

曼
荼
羅
供
次
第
」

六

帖
が

　
　

　
　
　
（
乙

収
め

ら
れ

て

い

る
が

、

そ
の

内
の

「

曼
荼
羅
供
大
阿

閣
梨

次
第
鮪
簾
」

と
ほ

ぼ
一

致
す
る

内
容
と
な
っ

て
い

る
。

ま
た

こ

れ

等
よ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　〔
5）

り

先
に
御
室
仁
和
寺
で

の

「

大
治
二

年

C
一
一

毛
〉

曼
荼

羅
供
次
第
」

が

確
認
さ

れ

て

い

る

が
、

こ

の

時
の

次
第
で

は
、

大
阿

閣

梨
に

高
野
御
室

覚
法
法
親
王

（

一

〇

九
一

1
＝
五

三
）

が

勤
め
ら

れ

て

い

て
、

そ

の

記

録
に

は

「

以
て

代
々

御
室
之
勤

修
の

本
と

為
す
」

と

記
さ
れ
て
い

る

こ

と

か
ら

、

広
沢
方
の

基

本
的
な
曼
荼
羅

供
次
第
を

示
し

た

拠
り
駈
と

な
る

よ

う
な

次
第
で

あ

る
と

理

解
さ
れ

得
る

。

つ

ま

り
こ

の

「

大
治
二

年
の

次
第
」

以

降
、

守
覚
の

次
第
類
が

存
在
し

、

伝
法
院

流
所

用
の

次
第
へ

と

続
く
流
れ
を

形
成
し
て

い

る
こ

と

が

確
認
さ
れ

る

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
A
次
第
で

の

関
連

す
る

事
実
に

よ
れ

ば
、

伝
法
院
流
の

「

曼
荼
羅
供

次
第
」

と
い

う
よ

り
は

む

し
ろ

広
沢

方
の

「

蔓
荼

羅
供
次

第
」

と
い

う
内
容
で

あ
る
こ

と
が

理

解
さ
れ
る

わ

け
で

あ
る

。

N 工工
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次
に
B
次
第
で

あ
る

が
、

次
第
自

体
の

奥

書
に

は
、

　

　
一

品

宮
御
母

儀
三

十
三

回
忌
御
佛
事
被
行
之
　
大
阿
闍

梨
上

醍
醐

水
本

僧
正

寛
済
職
衆
十
二

口

　

　

右
次
第
従

御
所
被
注

書
之

了
也

と

記
さ
れ

、

一

品

宮
と
は
一

品
太
王
・

覚
深
法
親
王
（
一

五

八

八

−

エ
ハ

四
八
）

の

こ

と
で

あ
り

、

後
陽
成
天

皇
妃
．

中
山

大
納

言

親
綱
卿

女
・

藤
原

親
子
を

そ
の

母
と

し
て

い

る
。

そ
の

三

十
三

回
忌
御
佛
事
を

行
じ

ら

れ
た

際
、

大
阿

闍
梨
に

醍
醐
報
恩

院
・

寛
済
僧
正

（

一

五

九
六

−
一

六

六

三
）

が

勤
め

ら
れ

た
と
い

う
こ

と

に

な
っ

て
い

る
。

御
佛
事
自
体
の

年
代
を

確
定
で

き
な

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　（
6）

い

が
、

凡
そ

覚
深
が
一

品
に

叙
せ

ら

れ

た
の

が

慶
長

十
九

年
（

一

六
一

四
）

七

月
で

あ

り
、

さ
ら
に

は

三

十
三

回
忌
と

な

れ
ば

、

覚
深
ご

出
生

か

ら

丸
三

十
二

年
は

過
ぎ
て

お

り
、

少
な

く
と

も

元

和
六

年
（

一

六
二

〇
）

以
降
と

な
る

。

ま

た

寛
済
が

僧
正
で

あ
・

瀟
・

い

う
．

・

と
は

、

大
僧
正

に

補
せ

、

れ
・
の

が

『

伝
灯
広
録
』

に

、

れ

ば
、

「

築
＋
九

年
（

＝
ハ

四

三

七

月
」（

亀

し
て

あ
り

、

ま

た

『

仁
和

寺
御

伝
』

に

は
、

「

寛
永
十
六

（

＝
ハ

三

九
）

年
三

月
二

十
日

、

護
摩

寛
済
大

僧
正
」

と

な
っ

て
い

る

こ

と

か
ら

、

や

や

曖
昧
な

年
代
記
述

も
あ
る

が
、

そ
れ
以

前
の

こ

と

と

考
え

ら
れ

、

ほ

ぼ

こ

の

頃
に

作
成

執
行
さ
れ
た

次

第
と

考
え
ら
れ
る

。

こ

の

次
第
は

奥
書
に

あ
る

よ

う
に

、

　

　

干

時
延
宝
二

（

一

六
七

四）

年
六

月
十
六

日
之
用
意

と

記
さ

れ
て
い

る

こ

と

か

ら
、

こ

の

次
第
書
写
が

尊
如
（

一

六
二

ニ

ー
一

六
八

四
〉

で

あ
る

か
ど

う
か
は

確
定
で

き
な
い

が
、

こ

の

時
期
の

次
第
が

伝
法
院
流
の

「

聖

教
」

と

し

て

扱
わ
れ

、

『

小
次
第
』

と

い

う
形
で

相
承
さ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

ま
た

次

第
の

内
容
は

覚
深
と
い

う
仁
和
寺
第
三

十
一

世

門
跡
が

関

係
し
て

お

り
、

伝
法
院
流
と
い

う
限
定
さ

れ
た

次

第
と

は

言
い

難
い

も
の

で

あ
り

、

先
の

A
次
第
の

よ

う
に

広

沢
方
の

次
第
と

見
た

ほ

う
が

妥
当
で

あ
る
と

考
え

ら
れ
る

。

さ
ら

に

こ

の

『

小
次
第
』

自
体
が

豊
山
長
谷
寺
に

相
承
さ
れ

る
の

は
、

延
宝
二

年
以
降
の

こ

と

で

あ
っ

て
、

仁
和
寺
真
乗
院

孝
源
大

僧
正
よ

り
、

天

和
三

年
（

一

六
八
三
）

に

受
法
さ
れ

た

尊

如
等
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

『

小

次
第
』

に

関

す
る

記
述
は

見
当
た

337
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ら

な
い

が
、

外
題
に

「

豊
山
伝
法
院
権
僧
正

尊
如
」

と

し

て

あ
る
こ

と

か

ら
、

当
次

第
を

受
法
さ

れ
て

い

る

と

見
て

よ
い

と

思

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

38

わ

れ
る

。

さ

ら
に

同
阿
闍
梨
か

ら
元

禄
元
年
（

＝
ハ

八

八
∀

に

は
、

卓
玄

、

亮
貞
等
が

受
法

し
て

お

り、

そ
の

時
に

亮
貞
が

記
　
3

録
し
た

『

伝
流

受
法
日

記
』

と

共
に

「

曼
荼
羅
供
次
第
」

の

口

説
を

付
し

た

『

伝
流

潅
頂

曼
供
要
聞
記
』

を

含
め

た
一

帙
と

し

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
9）

て
、

『

伝
流

受
法
記
』

五

冊
が

長
谷
寺
に

所
蔵
さ
れ

て

い

る
こ

と

も

そ
の

受
法
の

裏
付
け
と

な

り
、

こ

の

頃
か

ら
A

・

B
・

C
の

次
第
が

三

帖
一

軼
と

し
て

相
承
さ
れ

た

と

考
え

ら
れ

、

伝
授
簿
闍
梨
孝
源
大
僧
正

が

類
聚
し
て

伝
法
院

流
の

聖
教
と

さ
れ

た

も

の

と

推
察
さ
れ

る
の

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

当
次
第
の

具
書
・

法
規

　

さ
て

伝
法
院
流
鑿

教
と

し
て

の

「

曼
荼
羅

供
次
第
」

は
、

実
際
に

如
何
な
る

法
則
に

よ

り

修
す
る
の

か
。

受
法
さ
れ

た

口

決

の

記
述
に

よ
っ

て

明
ら

か

に

し

て

お

き
た
い

と

思

う
。

　
ま

ず
先
ほ

ど
の

亮
貞
記
と

さ

れ

る

『

伝
流
潅
頂
曼
供
要
聞
記
』

（

已

下
『

要
聞
記
』

と
略
す
）

に

お
い

て
、

「

曼
薬
羅
供
」

に
つ

い

て

の

記
述
が

あ
る

。

こ

の

『

要
聞
記
』

に

は
、

伝
法
潅
頂
の

要
所
を

所

用
の

具

書
で

あ
る

『

潅
頂
駐

要
篇
目

』

、

『

手
鏡
』

、

『

掌
中

鈔
』

等
に
つ

い

て

の

決
択
を

図
っ

た

聞

書
き
で

あ
り

、

「

曼
荼
羅
供
」

に

お
い

て

も

そ
の

次
第
に
つ

い

て

の

要

点
が

記
さ

れ

て

い

る
。

伝
法
院
流
で

の

曼
荼
羅
供
は

、

こ

の

『

要
聞

記
』

に

依
る
べ

き
で

あ
ろ

う
と

考
え
ら

れ
る

の

で

あ
る

。

ま
た

所
用

の

具
書
に
つ

い

て

は
、

如
宝
の

『

専
水
訣
』

に

　

　
　
灌
頂
具

審
の

事

　

　
○
式
複

伝
流

　
○
式
三

巻
騾

赫

　
○
初
後

夜
次

第
二

巻
哢

　
○
掌
中
抄
三

巻
　
○
教

授
用
意
一

巻
　
○
手
鏡
一

巻

　
○

支
具

　

　
寸

法
并
数
之
事
一

軸
　
○

須
要
篇
目
三

巻
　
○
金
剛
線
一

巻

　
○
幄
麗
事
一

巻

　
○
教

誠
詞

同
返

答
一

巻
　
○
伝
法
瀧
頂
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三

昧
耶
戒
初
後
夜
図
一

巻

　
○
灌
頂
用

意
之

事
一

巻

　
○
広

沢

図
一

巻

難
物

撫

　
肥
趾
勵
馳

　
　
0
鱆
靦

黻

伝
法
灌
頂
決

疑

　
　
抄
二

巻

璽
口

　
○

伝
法
灌
頂
肝
要
記
一

巻

紀
配

薩

漲
蜥

　
○

教
授
用

意
三

巻

征

昧

櫞
鹹

　
○
鎮
守
読
経
導
師
作
法

　
〇
五

　
　
色

糸
縒
作
法
一

巻
　
○
御

灌

頂
次
第
一

巻

　
○
灌
頂
支
具

次
第
一

巻

　
○

当
日

早
旦

調

支
具
一

巻

　
巳
上

八

通
褂

短
折

　
　
本

嶇

と

示
さ

れ

る

具
書
類
が

あ

り、

そ
れ

ら
に
よ
っ

て

詳
細
を
窺
う
必

要
が

あ
る

。

ま
た

法
則
通

規
に

至
っ

て

は
、

『

専
水
訣
』

並
に

知
脱
の

『

人

水
授
受
記
』

に

よ
っ

て

　
　
此
の

外
に

散
華
師
・

誦
経

師
・

咒
願

師
・

讃
の

頭
・

堂

達
の

進
退
の

儀
式
は

全

く

法
則
集
を

用
ふ

べ

し
。

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
（
11）

と

す
る

「

法
則

集
」

を

示
さ
れ

て
い

る
が

、

そ

れ
は

『

広
沢
法
則

集
』

甲
乙

二

冊
を

指
示
し
て

お

り、

長
谷
寺

所
蔵
の

『

広
沢

法
則
集
』

に

は
、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
（
12）

　
　

仁
和
寺
真
乗
院
宥
証
大
僧
正
の

仰
せ

に

云

く
、

此
の

法
則
は

沢
方
の

通
軌
に

し
て

最
も
準
拠
す
べ

し
。

と
い

う
知
脱
の

記
し
た

奥
書
が

重
要
な

意
味
を
持
っ

て

い

る

と

思
わ
れ

る
。

　

ま
た

先
ほ

ど
の

「

曼
荼
羅
供
次
第
」

A
・

B
二

本
は

堂

上
と

い

う
設

定
で

あ
る

が
、

平
座
は

『

三

僧
記
』

よ

り
抄
出

し
た

「

平
座

万
タ

ラ

供
事
」

に

基
づ

き
、

庭
儀
に

は
、

伝
法
潅
頂
に

お

け
る

庭
儀
に

準
ず
る

法
則
を
適

用

す
る

の

が

妥
当
で

あ
る

と

思

わ
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

し
て

伝
法
院
流

に

お
い

て

の

「

曼
荼
羅
供
」

の

指
南
に
つ

い

て
、

最
も
基
本
的
な

資
料
に

よ
っ

て

提
示
し
て

み

た

の

で

あ
る

が
、

今
日
ま
で

執
行
さ

れ
て

き
た

法
要
で

は
、

必
ず
し

も
伝
法
院
流
の

軌
則
に

準
じ
て

い

る

わ

け
で

は

な
い

。

そ

の

主
た
る

所
作
の

相
違
に
つ

い

て

例

を
挙
げ
る

と
、

「

立

列
三

声
」

や

「

散
華
師

所
作
」

が

あ
る

。

今
日
で

は

通
則
の

如
く
会
奉

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　（
13）

行
が

「

御
立
座
」

と

発

声
し

て

立

列
す
る

が
、

『

要
聞
記
』

に

は
、

威
儀
師
が

「

列
列

列
と

三

度

之
を

申
し

」

と

指
示
さ
れ

る
。

『

　
〔
14）

専
水

訣
』

も

同
様
に

記
さ

れ

て

い

る
・

ま
た

散
華
師
の

所
作
に
つ

い

て
・

広

沢
方
で

は

柄
香
呂
を

持
ち
な
が

ら

墅
る

が
、

現
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行
に

は

な
い

。

そ
の

他
の

所
作
に
つ

い

て

は

省
略
す
る

が
、

摘

す
る

の

み

と

し
て

お

き
た

い
。

ま
と

め

再

検
討
さ

れ
る
べ

き
問
題
が

い

く
つ

か

散

在
し
て
い

る

こ

と
を

指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　

以

上
、

伝
法
院
流

聖
教
と

し
て

所
用
の

「

曼
茶
羅
供

次
第
」

に
つ

い

て
、

そ
の

次
第
の

藩

在
を

探
っ

て

き
た
の

で

あ
る
が

、

ま
と

め
と

し

て

言
え
る

事
は

、

伝
法
院
流
と

は
い

っ

て

も
広
沢

方
で

あ
り

、

所
用
の

次
第
は

必
然
的
に

広

沢
方
通

用
の

次
第
を

採
用
し

て
い

る
こ

と

と
、

所
作
法
則
は

『

広

沢
法
則
集
』

と
い

う
広
沢
方
通
用
の

法
則
に

準
ず
る
こ

と

が

確
認
さ
れ

た
こ

と

に

よ

り
、

伝
法
院
流
に

て

曼
荼
羅
供
を

執
行
す
る

場

合
の

骨
格
が

明
ら
か

と

な
っ

た
わ

け
で

あ
る

。

　

興

教
大
師
を

流

祖
と

す
る
伝

法
院
流
は

、

諸
流
遍

学
に

よ
っ

て

統
合
さ

れ
た

法
流
と

い

う
イ
メ

ー

ジ
が

想
起
さ
れ
る

が
、

今

園
の

「

曼
荼
羅
供
」

に

関
す
る

限
り

、

そ
の

イ
メ

ー

ジ
よ

り

も
む
し
ろ

広

沢
方
通
用
の

次
第
と

法
則
に

よ
っ

て

成
立
し
て

い

る

こ

と

か

ら
、

広
沢

方
と
い

う
大
き
な

枠
に

沿
っ

て

「

伝
法
院
流
」

の

聖

教
類
を

検
討
し
て
い

く
べ

き
で

あ
ろ

う
と

考
え
て
い

る
。

※

付
録
と

し
て

本
稿

表
題
の

「

曼
茶

羅
供
次
第
」

A
・

B
二

本
を

掲
載
し
て

参
照
便
宜
さ
れ

た
い

。

当
次
第
は

巳
に
『

伝
法
院
流

聖
教
』

　
　
（

真
言

宗
豊
山

派
宗
務
所
発
行
）

中

に
収
録
さ
れ
て

い

る
。

原
本
は

長
谷
寺
所
蔵
本
（

『

畏
谷
寺
聖

教
目

録
』

五

箱−
六
十

四〉

を

　
　

参

照
さ
れ

て

編

集
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

し
か

し

読

解
上

不
備
が
際
立
つ

こ

と

か
ら

再
編
集
し
た

。

尚
、

解

読
國
難
な

箇
所
が
幾
つ

　
　
か

存
在
す
る

の

で
、

当

該
箇
所
の

体
裁
を
整
え
て

提
示
す
る

こ

と
を

了
解
い

た
だ

き
た
い

。

↑ 証

〉

潅

頂
受
者
の

資
格
に
つ

い

て
、

五

種
の

購
梯
が

あ
る

。

『

大
礒

経
』

巻
五

「

秘
密
漫
茶
羅
鹸
し

に

之
を

説
く
。

醐

闇
梨
も
し

弟
子
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の

分
斉
を

誤
り
て

非
器
の

者
に

法
を

許
せ

ば
、

重
罪
を
得
る

が
故
に

、

受
者
の

資
格
に
応

じ
て

潅
頂
の

程
度
を

異
に
す
る

と
い

う

　
　

も
の

で
、

之
を
五

種
三

昧
耶
と

い

う
。

（
2

）

平
成

十
五

年
購

月
に

執
行
さ

れ
た

総
本
山
長

谷
寺
に

お

け
る

「

大
曼
茶
羅
供
法
要
」

で

は
、

先

年
平
成
四
年
興
教
大
師
八
五

〇

　
　

年
御
遠

忌
、

照
和
五

十
九

年
弘

法
大
師

＝

五

〇

年
御

遠
忌

、

更
に

大
正

十
三

年
総
本
山
長
谷
寺
大
講
堂
落
慶
等
の

各
曼
奈
羅
供

　
　

法
要
の

金
て

が
一

連
の

流
れ

に

沿
っ

て
い

る

が
、

江
芦

時
代
か
ら

の

豊
山
の

御
遠
忌
等
に
お

け
る
曼
荼
羅
供
は

醍

醐
・

報
恩
院
流

　

　
で

執
行
さ
れ
て
い

る
。

そ
の

法
要
次

第
を

参
照
作
成
さ

れ
て
い

る

こ

と

か
ら

発
生

し
て

お

り、

今
日
な
お

広
沢
方
で

あ
る

伝
法
院

　
　

流
と
の

差
異
を

解
消
で
き
て
い

な
い

。

（

3
）

『

伝
法
院

流
聖
教
』

三

（

昭

和
五

十
七

年
十
二

月
十
日、

真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
発
行
）

内
、

『

小
次
第
』

　

　
『

小
次

第
』

（

権
田
雷

斧
『

伝
法
院
流
伝
授
私

勘
』

第
三

目

『

密
経
大
辞
典
』

）

　

　
　

隣

弥
陀
法
　
光
明

真
言

法
　
土

砂

加
持
　
内
護

摩
大
師
御

作

　
荒

神
供
　
荒

神
供
次

第
　
荒
神
麁
乱
口

伝
　
摩
但
利
神
法
安

井

流

　

　
　

出
家
略
作
法
信

証

作
　
振
鈴
心

覚

　
阿
弥
蛇

作
法
次
第

　
疫
病
消
除
経
　
却
温
神
咒
経
口

伝
　
縮
魂
法
　
率
都
婆
式
覚

貢
作

　
開
眼

　

　
　

作
法
同
次

第

　
古
仏

撥
遣

　
無
常

導
師
作
法
　
無
縁

送
作
法
　
自
身
引

導
　
広
沢
通

用
行
法
次

第

　
子

島
許
可

作
法
軌
腫

　
理

　

　
　

趣
経
法
　
大
師
供

養
法
私

　
曼
茶
羅
供
次
第
三

巻

　
　
遷

宮
作
法
　
潅
頂
掌
中

鈔
灘

　
入

道
作
法
　
邸
可
次

第
広

沢

　
八

千
枚
作

　

　
　

法
三

帖

　
両
部
合
行
折
耘

　
広
沢
印
可
次

第
有
商

怡

奥
書

（

以
上
三

十
三

作
法
）

　

　
○
こ

れ
ら
の

諸
々

の

行
法
作
法
は

、

果
し
て
一

人
の

阿

闍
梨
に
よ
っ

て

類
集
さ

れ
た

も
の

で

あ
ろ

う
か

。

筆
者
は

そ

う
は

考
え
な

　

　
　
い

。

伝
流
の

鈔
書
に

な
い

行

法
作
法
が

必
要
に

応
じ

作
ら
れ

、

集
め
ら
れ
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

従
来
よ

り
類
集
考
は

詳
か
で

な

　

　
　
い

。

　
（

『

伝

法
院
流
聖

教
』

六

「

解…
説
」

権
田

快
宀

寿）

　

　
※

『

人
水
授

受
記
』

三
十
一

法
、

『

専
水
訣
』

十
六

法

（
4
）

守
覚
編
『

紺
表
紙
小
双
紙
』

（

勉
誠
社
刊
『

守
覚
法
親
王
の

儀
礼
世

界
』

六

五
一

頁
〜

七
〇

七

頁）

　
「

曼

荼
羅
供
次
第
一

結
」

六

帖
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曼
荼
羅
供
次

第
鯱

獺
灘

 
曼
荼
羅

供
次

第
賄
麟

　
 
曼
茶
羅

供
大
阿
闍
梨
次
第
鮪

櫞

　
 
曼
荼
羅

供
大
阿
闍
梨
次

第

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

42

　

 
天

台
曼
荼
羅
供
次

第

 
曼
荼
羅

供
大
阿

闇
梨
次

第
腱

罐
驢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

（

5
）

『

大
治
二

年
（

一

＝
一
七
）

曼
陀

羅
盤
次
第
』

（

釈
家
部
四
十
八
、

『

続
群
書
類
従
』

巻
七

百
六

十
三〉

　

付
院

宮
堂

塔
供
養
作
法
於

余
所
随
時
依
人

有
広
略
不
同

。

大
阿
閣
梨
又
以

同
前

。

以

代
々

御

室
之

勤
修
為
本

。

於
余
人

者
有
具
不

　
　

具
。

（

百
三

十
六

頁
上
）

（
6

）

『

伝
灯
広

録
』

巻
八

之
下

（

 

続
真
書
宗
全

書
』

三

三

〇
頁
上

ー
三
三
一

翼
上
）

　
　
「

大
日
本
国

僧
統
録
総
法
務
大
内
山
仁
和

寺
二

十
一

代
大
王

覚
深
ノ

伝
」

　
　
　

三

十
五

ノ

祖
覚
深

親
王
ハ
、

後
陽
成

帝
一

ノ

太
子

、

母
ハ

上
相
親
綱
之

女
（

親
子）

也
。

（

中
略
）

十
九

年
（

＝
ハ

一

四
）

七

　
　
　

月
七

汨

直
一

二

品
二

叙
ス

。

（

正

保）

五

年
（
一

六
四
八
）

閏
正

月
二

十
一

B
浬
槃
ス

。

鶴
算
六

十
一

。

後
南
御
室
ト

称
ス

。

　
　
　

付
法
　
信
遍

（

7
）

『

伝

灯
広
録
』

巻

第
十
一

（

『

続
真
言

宗
全
書
』

四
六
五

頁
下
）

　
　
「

東

寺
百
九

十
三

代
ノ

長

者
法
務
報
恩
院
ノ

十
六

世
大
僧
正

寛
済
ノ

伝
」

　
　
　

三

十
九

祖
名
ハ

寛
済

、

水
本
ノ

法
務
大
僧
正

ト
日
ウ

。

後
正

覚
ノ

僧
正

之
室
二

入
テ

得
度
ス

。

中
由

尚
書
慶
親
之

子
ナ
リ

。

学

　
　
　

業
成
立
シ

テ

伝
法
具
支
ノ

潅
頂
ヲ

源
朝
二

受
ケ、

報
恩
皖
十
六

世
之

庸
二

居
ス

。

継
デ

正

嫡
ノ

瀉
瓶
ヲ

得
テ

秘

密
ノ

宝

蔵
ヲ

持

　
　
　
シ

テ
、

三
十
九
ノ

祖
ト
作
ル

。

権
僧
正
二

任
ズ

。

寛
永
十
九

〇
［

年
圓］
］

（

＝
ハ

四
二
）

七

月
朔
大
二

転
ズ

。

東
寺
ニ

ノ

長
者

　
　
　
二

加
セ

ラ
ル

。

（
中
略
X
寛

文
）

三

年
（

＝
ハ

六
三
）

六

月
二

十
三

日
二

宛
然
ト
シ

テ

化
ス

。

六

十
八

　
付
法

高
賢
軈

有
雅
講

（
8）

『

仁
和
寺
御
伝
（
顕
証
書
写
本
）

』

（

『

仁
和
寺
史
料
』

寺
史
編
二
、

百
九

十
頁
）

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　ハ
ぷ

ぷ
レ

　
　
同

（

寛
永
）

十
六

年
煕

三

月
廿

日
戊
寅

、

畊
鞴 、

従

今
夜

、

清
凉
殿
為
国
母
御
祈

、

被
令
鯵
普

賢
延
命
法、

伴
僧
廿
口

、

護
广

寛
濟

　
　

大

僧
正

、

以
下
略

。

（
9V

『

長
谷
寺
聖

教
目
録
』

十
八

箱
−

二
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（

10
）

如
宝

記
『

専
水
訣
』

第
七

（

『

続
豊

山
全
書
』

第
七
巻

、

四

〇

四
頁
下
〜

四
〇
五

頁
上
）

（

11
）

如
宝

記
『

専
水
訣
』

第
七

（

『

続
豊

山
全
書
』

第
七

巻
、

四
〇

四

頁
下
〜

四
〇
五

頁
上
）

此
の

外
に

散
華

師
・

誦
経
師
・

咒
願
師
・

讃
の

頭
・

堂
達
の

進
退
の

儀
式
は

全
く
法
則
集
を

用
ふ
べ

し
。

（
12）

『

広
沢
法
則

集
』

（

甲
乙

二

巻
、

『

長
谷
寺
聖
教
目

録
』

二

十
六
箱

−

六
）

　
　
　

　
「

乙

巻
」

奥
書

　
　

安
永
五

年
（
一

七
七

六
）

丙
申
六

月
十
六

日
、

小

池
坊

経
庫
之
本
を
以
て

校
合
畢
る

。

仁

和

寺
真
乗
院
前
大

僧
正

宥
証
和
尚
の

仰

　
　
に

云
く

、

此
の

法
則
は
沢

方
の

通
規
に

し
て

最
も

準
拠
す
べ

し
。

　

豊
山
本
願
院

　
知
脱

（

13
）

『

要
聞
記
』

（

九

丁
左

、

『

長
谷

寺
聖

教
目
録
』

十
八

箱
−

二
）

　
　
問
フ
、

集
会
所
ニ

テ

列
ヲ

催
ス

之

有
ル

カ
。

答
ウ

、

必
ズ

之
有
リ

。

集
会
ノ

座
定
ツ

テ

後、

威
儀
師
来
ツ

テ

集
会

末
席
ノ

真
中
二

　
　

手
ヲ

ツ

イ
テ

列
々

々

ト
三

度
之
ヲ

申
シ

而
〆
後
二

立
列
也

。

若
シ

威
儀
師
無
キ

所
ニ

テ
ハ

承

仕
催
ス

也
。

庭

儀
堂
上

共
二

爾
也

。

（

14
）

『

専
水
訣
』

七

（

『

続
豊
』

七
、

四
一
一

下）

　
　
べ　
ニ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
マ

ン

　
　
即
次
第
立

列
ス

文
。

師
口

云
。

集
会
ノ

座
定
テ

後
威

儀
師

来
テ

集
会
末
席
ノ

眞
中
二

手
ヲ

ツ

イ
テ

列
々

々
ト

三

度
申
シ
メ

後
立

列
ス

。

無
二

　
　
威
儀
師一

処
ニ

テ
ハ

承
仕
催
レ

之
。

庭
儀
上
堂

共
二

然
也

。

【

キ
ー

ワ

ー

ド
】

伝
法
院
流

、

曼
荼
羅
供、

小
次
第、

法
則
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A
次
第

○
曼
荼
羅
供
次
第

堂
上
一

行

先
打
”

集
會

，

鐘
づ

次
僧
徒
參
集

次
僧
座
二

立
け

標
ヲ

次
仰
鐘

次
公
卿
着
座

次
整
コ

行
列
巧

螺
吹

引

頭

讃
衆

持

金

剛

衆

　
　
　
　
　

　
法

眼

　
衲

衣

　

大
阿
闍
梨

　
　
　
　
　

　
左
五

鈷
　
皆
水
精

念

珠
　
右

檜
扇

持
之

　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

れ
　

次
十
弟
子

　
居
箱
　
三

衣

　
香
呂
箱
　
香
呂

　
　
　
　
　
「
加
川

音
心

　

丱

早

座
　
　

座
旦ハ
　

“

早

鞋

次
讃
頭
發
音

次
大
阿

闍
梨
入

堂
内

重
立

．

禮
盤

．

工

　

先
．

是
．

テ

十
弟
子
置
コ

法
具
弓

次

執
ゴ

香
呂
弓

禮
拜
三
度

次
著
コ

禮
般
皿 一〜

国
置
コ

香
呂

弓

其
後

登
…

之一一
如
レ

本

入
⊃

香

呂
箱二

次
持

金
剛
衆
行
道
三

匝

下

臈

ヲ

爲
・

先

次
衆
僧亠
者

座
　

干
時

三

鐃

鉢
螺
休
”

聲
，

讃
衆
上

臈
．

リ

次

第
．

着

座

次
大
阿
闍

梨
執
諦

香
呂
訝

次
總
禮
三

度

園

此
，

間．
持

藩
員

園

置

蕃
呂
五

鈷
念

珠
→

次

大
阿
闍
梨
前
方
便

國
脱

威
儀

　
塗
香
　
淨
三

業
　
取
五

鈷
念

珠

　
加

持
香
水
　
灑
水
　
加
持

供
物
　
置

五

鈷
念

　
珠

　
淨
三

業

　
三

部
被
甲

　
大

虚
空

　
小
金

　
大

金
　
不

降

　
阿

闍

佛

　
空

　
火

　
大
三

　
庵

廿
一

次

驚
譽〜

鈴
　
園

取
身

五

鈷
，

抽

擲

等
作
法
如
け

常
ノ

振
一

之
，

次
執
ユ

香
呂
弓

園

五

鈷
念

珠

次
下
座

打
”

磬
．

二

度

次
堂
童
子
著
座

次
唄
師
發
音

次
堂
童
子
賦
ユ

花
箱
男

次
散
花
師
發
音

次
第
散
花
行
道
一

匝

次
申
コ

対

場

次
堂

童
子
収
コ

テ

華
箱
弓

退
出

．

次
打
レ

磬
一

度

次
開
眼

園
執
香
呂

　
重

．

．

被
⊃

開
眼

供
養
哩

給
ヘ

リ

金

剛
胎
藏
兩

部
曼
陀
羅
奉
け

始
コ

中
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台

如
來
海
會
聖

衆
孑

各
青
蓮
慈
悲

御
眼

ヲ

開
キ

奉
”

．

令
丿

五

眼

具
足
→

　
　
佛
眼
巳

県

言
　
一

打
　
園
置
3

香
呂
五

鈷

等
巧

　
爲｝．一
五

智
四

身
功
徳
圓
滿
→

因
取

吝
呂
五

鈷

箋

　
　
大
日
眞
言
　一
打

図
置

次
表
白

園

取
⊃

香

呂

箋

　
敬
ナ

白
冒
県

言
教
主

大
日

如
來
金

剛
界

會
三

十
七

尊
九

會

曼
荼

　
羅
諸
尊
聖
衆
并

．

大
悲

胎
藏
八

葉
蓮
臺
十
三

大
會
塵

刹
聖
衆
殊

　ニ
ハ

奉
け

始
謎

．

弘
法
大
師

．

三

國
傳
燈
諸
阿
闍
梨

耶
總

ノ

ハ

佛
眼

所

　
照
恆
沙
塵

數
一

切
ノ

三

寶
b

而
言

サ

ク

　
　
夫
以

　
甲

栗
駄
蓮
理

　
乙

如
如
而

遍
コ

刹
土
弓

　
甲

質
多
金

智
　

乙

空
空

饂
コ

り

諸
識
弓

　
丙

水
清

、

バ

則一

不
レ

到
而
到
り

　
丁

鏡
瑩

、

バ

則一

不
レ

得
而
得

　
　
鐘
谷
之
應
奚

ゾ

斯
レ

遲
．

．

矣

　
　
伏
惟

バ

慈
照
院
殿
明
雪
文
英
尊
靈
者

　
甲

柔
和

．

モ一
ア

爲
レ

體

　
乙

坤
育

．

モ一
．

爲
レ

性

　
丙

旦
ニ

ハ

瑩
二

四

徳
り

莫
レ

麟
ル

，

丁

晩
ニ

ハ

崇一一
三

寶
→

罔
レ

怠
ル

］

　
所
レ

冀
．

　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

ナ
メ

ヨ

リ

甲

時
ー

攀
罪

椿
葉
→

　
乙

數
ー

嘗
『
仙
桃
弓

　
豈
レ

圖

甲

今
年
仲
夏
之
天

　
乙

中
旬
第
六

之
夕

丙

專
心
無
”

亂

丁

十
念
告
ロ

．

リ

終
．

　
以
來

甲

恩
顔
隱
而
無
レ

見
．

、

　
乙

再
會
何

，

時
ゾ

丙

徳
音
絶

テ

又

不
レ

聞
へ

丁

言
談
幾
日
ゾ

丙

百
千
萬
行
之
涙
痕
未
げ

休
マ

　
　
　

　
　
　
　
コ

コ

丁
一

百
ヶ

日

之
光
陰
云
二

來
ル

　
依
レ

之
護
持
太
王

甲

抽
二

一

味
之

懇
志
づ

　
乙

整
二

三

密
瑜

伽
ノ

軌
則
→

甲

嘱
コ

數
口
之

淨
侶
弓

乙

修一一
曼
荼
羅
供

，

梵
行
巧

丙

兼
テ

五
」

二

七

日
ノ

理
趣
三

昧
づ

丁

又
寫
コ

．
．
ン

ト

．

兩

種
．

陀
羅
尼
經
司

　
　
ホ
　

む

　
然
則
尊
霊

押
心

蓮
速
。

開
キ

　
乙

鎮
・

住
コ

九

尊
性
徳
ノ

宮
匚

丙

惠
眼
忽
．

豁一

丁

永
へ

．

登
コ

ハ

．

五
智
本
有

．

殿一．
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化
功
歸
本

ブ

ル

ガ

故．、

護
持
太
王

　
甲

玉

體
堅

固

而
類
二

ニ
シ

金

石
→

　
乙

壽
算
長
遠
而
並
ゴ

松
柏
一

　
甲

恩
山
仰
徳
之
入

　
乙

福
田

結
縁
之
輩

　
丙

同
ク

脱
レ

ニ

愛
河
巧

　
丁

齊
ク

遊
び

．

覺
岸己

　
丙

乃
至
法
界
　
丁

平
等
利
益

　
敬
白

　
三

下

鐘
ヲ

鳴
シ

テ

ソ

　
兩
部
諸
尊
ヲ
ハ

驚
シ

奉
リ

ケ
ル

　
妄
執
ノ

雲
忽
二

晴
レ

テ

　
尊
霊
然
ラ
バ

自
性
ノ

覺
月
ヲ

耀
カ

シ

　
玉

フ
ヘ

キ

物
ナ

リ

ケ

リ

　
廻
向
大
菩
提

次
讀

・

願

茎

聽
騫
謝
噸

次
揚
經
題

　
抑

モ

新
寫
御
經
開

キ

ニ

首
題

．

可
レ

奉
レ

拝

　
ン

南
無
大
樂
金

剛
不

空
眞
實
三

昧
耶

經

次
發
願
　一

打

持

經

　
至
心

発
願
　
新
寫
妙
典

　
開
題
供
養

　
功
徳
威
力

　
天

衆
地

類

　
倍
増
法
樂

　
過
去
聖

霊

　
證
大
菩
提

　
護
持
法
主

　
諸
願

圓
滿
　
乃

至
法
界
　
平
等
利
益

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

46

次
五

大
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
衆
生
無
邊

　
福
智
無
邊
　
法
門

無
邊
　
如
來
無
邊

　
菩
提
無
上
　
過
去
聖
霊

　
成
正

覺
一

切
諷
誦

　一
打

次
小
讀
經

　一
打

次
止
經

次
堂
達
獻
ゴ

誦
經
文
づ

　
三

丁

次
誦

．

諷
誦
文
巧

次
發
願

持
島

諷
誦

文
四

　一

打

　
至

心
発
願
　
諷
誦
威
力
　
天

衆
地
類

　
倍
増
法
樂

　

過
去
聖
霊
　
出

離
生
死
　
證

大
菩
提
　
乃
至

法
界

　

平
等
利
益

次
四

弘

　

衆
生
無
邊
誓
願
　
煩
惱
無
邊

　

法
門
無
盡
　
　
　
無
上
菩
提

次
小
祈
願

　
こへ

　
御

諷
誦

．

威

力
。

依
ル

ガ

故一一

過

去
聖

霊
出

離
生

死
證

大
菩
提
ノ

　
爲

二
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伝法院流所用 「曼荼羅供次第」（細沼）

　
　
摩
訶
毘
盧
遮

那
寳
號
　一
打

　
　
兩
部
界
會
諸
茜
号

聖
衆

　一

打

次
佛
名

持
・

諷
誦
文一
困

取
・

如

童

　
ン

南
無

　
諷
誦
威
力

　
過
去
聖

霊
　
聖

霊
決
定
　
頓

證
菩
提

次
教
化

　
三

下

鐘
ヲ

鳴
シ

テ

ソ

　

兩
部
諸
尊
ヲ
ハ

驚
シ

奉
リ

ケ
ル

　

妄
執
ノ

雲
忽
晴
レ

テ

尊
霊

然
ラ
バ

　

自
性
ノ

覺
月
ヲ

耀
カ

シ

玉

フ
ベ

キ

　

廻
向
大
菩
提

困

置
・

如

童

次
磬
　一
打

次
抻
分

囲
取
・

香
呂・

　

抑
モ

三

密

修
行
之
處
御
願
成
就
之

砌
ナ
，

バ

爲
ユ

佛
法
護
持
善
根
隨

　

喜
ツ

所
コ

來
臨
→

玉

．

外
金

剛
部
護
法
天

等
三

界

所
有

．

天
衆
地

類

　

殊．一
ハ

本
命
元
辰
當
年
屬
星
諸
曜
宿
等
王

城
鎭
守
諸
大
明
碑
乃

　

至
自

界
他
方
權
實
二

類
各
爲
ユ

法
樂
莊
嚴
づ

　
　

心
經
一

切
誦

磬
一

打

置
コ

香

旦

　
　

大
般
若
經

　一
打

　
奉
し

爲〜

釡
輪
聖
皇
天

長
地

久
曽

　
　
藥
師
寶
號

　一
打

処
．

乞
・

眞
言
教
主

大
日
如
來
兩

部
界
會
諸
尊
聖
衆
降
］

臨
．

道

　
場
く

所
説
之

妙
供

．

哀

愍
納

受
．

給一
．

過
去
聖

靈
無
始
以

來
ノ

三

　
業

．

罪
障

．

斷
除

セ
シ

給
．

出
離
生

死
頓
證

菩
提
大
願
成
就

セ
．

．

給
へ

　
　
摩
訶
毘
盧
舎
那
寳
號

　一
打

　
　
兩
部
界
會
諸
尊
聖

衆
　一

打

国

奉
け

爲一一

護
持
太
王

御
願
づ

　
　
圀

金
剛
手
菩
薩
　一
打

　

爲〜一
宮
内
安
穩
諸
人

快
樂
づ

　
　

大
聖

不
動
明
王

　一
打

　

爲．

芙
下

法
界
平
等
利
益
づ

　
　

大
悲

観
自
在
尊
　一

打

次
五

悔

携
鵡
講
汾

耀
悪
之

次
勸
竪
閉

　
園
取
ユ

香
呂
五

鈷
等
→

次
五

大
願

次
讃

次
普
供
養

次
三

力
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次
打
磬

次
供
養
法

　
囮

振
鈴

次

散^
忿

誦
　
一

字
，

磬
打
レ

之

次

置
コ

五

鈷
念
珠
尋

次
八

供
養

次
事
供

　
依
コ

云
レ
正

云
レ

是

心

色

無
二

平

等一
無一一
自
他一
　
　

三

鈷

印

甘

露

　
本

自

清
淨三・
離一一
捨
取づ
無
能

無

所・一・

號」
檀
那
→

　
　
明

　
三

返
加
持

　

佛
布
施

乍
・

二

一

度
．

取
，

具
．
加
・

　
　
　

　

持・
之
→

置
二

壇、
左
方、〜

次
閼
伽

次
後
鈴
了

次
讃

次
普
供
養

次
三

力
祈
願

次
禮
佛

次
廻
向
　一

打

園
取コ
香
鈷

肇

次
廻
向
方
便

色
衆
上

臈
出

乏

次
解
界
奉
送
　
拍
掌

　
三

部
被
甲

次

真
威
儀
弓

次
取
ユ

念
珠
五

鈷
香
呂
男

次
打
レ

磬
　一
打

次
降

ル

禮
盤
弓

　
三

禮

次
置
コ

香

旦

次
着
コ

平

座〜

次
還

列

如
進

偽

媒
鷺
鞠
藜
ll
繁

　

平
座
曼
タ

ラ

供
ノ

事

健
保
二

年
三

月
日

寛
瑜
法
印
法
事

導
師
覺
教
法
印
之
向

云
云

彼
．

道
儀
所
レ

聞
及

ビ

粗
記
レ

之

佛
両

界

凋

7
♂

種
字

經

導

轟
騨
髷

窺
騨

讃

響

無
言
行
道
總
禮
無
レ

之

散非
化

　
於
コ

本

座〜
同

音
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右
三

僧
記

．

内
寫
ン

之

者
也

干

時
延
宝
二

年
六
月
十
六

日

之
用
意

　
　
　

豐

山

傳

法
院
權
僧
正

尊
如

外
題

　
　
　

廣
澤

　
曼
薬

羅

供
次

第

N 工工
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B
次
第

○
曼
荼
羅
供
次
第

園

堂
ヒ
一

行

先
時
刻
打
⊃

衆
僧
衆
會
鐘
弓

　
園

色
衆
半
許

り

參
ン

之

後
可
レ

止
レ

之

次
僧
徒
參
ゴ

集
．

集
會

所〜

次
僧
座

・

立
レ

標

次
大
王

渡
「

御
御
聽
聞
所
皿

　
園

奉
行
參ア
大

阿

闍

梨
休
息
所．
告
コ

示・
色
衆
參
進

之

由
壇

次
整
コ

從
僧
ノ

列
男

一

行

園

專
當

申
列

案
内

　

讚
衆

法
服
甲

袈
裟

　
　

園
讃
頭

行「「
立

机
．

下尾
入一ア
檜
扇

　
　
獨

鈷
念
珠
於
懷
中．一一
取
レ

鉢
進

行
．

　
　

音
頭

ハ

不
レ

依
．

次
二

持
け

鉢
．

前
．

行
．

最
末
ハ

打
レ

鐃
鐃
持

ハ

相
．

　
　

副
．

　
　
圀

承

仕

進，、
寄
瞬

取
囲

鐃
ヲ

頭
人

取冖
鉢

．

承

　
　

仕
取
野

鐃
困

．

後
專
當
自

．

砌
ド一
撤
回

机
．

　

持
金
剛
衆

法

服

衲

衣

　
　

列
立

下
臈

．

爲
ン

先

　

大
阿
闍
梨

法
服
衲
衣

彗
五

鈷
困

水

精
念

些

　
　

園
二

人
上

臈
．

爲
レ

先

　
　

十
弟
子

持
7

居
筥
香
爐
筥
弓

園
扈
從
相

從
後

　
　

賍
如

草

轟
．

π

在
後

園

上

轟
醐

下

驫
纛

次
讃
頭

發
音

園
二

反

如
常

次
色

衆
上

堂

　

引

率
徐
歩

ノ

到
コ

正

面
唱

群
ゴ

立
、

簣
子
づ

螺
吹
暫

・

在

勧
外

繭
覇
罐
飯

緇

擁
。

．

時

次
大

阿

闍
梨
入
堂
内

御

誕
鋼

魎

　

先

暫
留
ス

簣
子二
其
間
十
弟
子
置

キ

レ

物
，

具
．

或

左

机
脇

ド

机、一
置一一
居

筥
一

右

脇

机

　
．

置
葺

香

爐

筥
「

禮

盤
一
敷
→

座

具
刀

平

座
・

敷
一
→

草

座→

次
執
コ

香
呂
巧

禮
拜
三

度

次
著
コ

禮

盤〜

置

春
呂
→

著
．

也

次
持
金
剛
衆
無
言
行
道

下

臈

爲
・

先

　

讃
衆
立
コ

簣

モ一
突
許

鉢
．

打
”

鐃
．

螺
吹
ハ

在
コ

階

下〜
不
レ

休
レ

聲
僧

　

侶
著
座

．

　
　

轟

慧
肆
癒

鷺
蘰

．

韈

謬
蟻
鑒

黷
軌

。

　

十
弟
子
列
「

居
散
花
机

邊〜
螺
吹
鐃
持

国

收
・

鉢

退
還

　
　

或、
物
具

．

各
置
キ

　
　

了ア
俟
勃

後
戸
鴫

次
大
阿
闍
梨
執
−

香
呂
男

次
諸
僧
總
禮
三

度

次
大
阿

闍
梨
前
方
便
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次

鬘
鈴

爨
結

購
喋

園
微

皺

騨
瞭

次
下
座
打
磬

二

度

次
堂
童
子
著
座

常．
無
・

之

次
唄
師

執
」

香
爐
巧

發
音

妻
尹

鑒
花

箪

嵩
蘇

次
散
花
師
行
コ

立

佛
前
〜

發
音

次
第
散

花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
さ

持
蓍
呂
花

箪
立
座

．

到

便
所
執
蓙
具

麟
向
糟

立

f
亘

　

敷
許

座
具
弓

脱
ゴ
早

鞋
巧

登
コ

其
上
く

禮
拜
三

度
．

即
チ

降
コ

座

具
→

著
コ

　

草
鞋
巧

立
テ

前．一

發
音

．

諸
僧
起
け

座
．

付
け

之
二

次
行
道
一

匝
瓢

建
犠

→

次
散
花
師
留
コ

立
チ

佛
前

亘
対

盪
蠅

離
〜

　

脱
冀
早

鞋
弓

蹲
ゴ

居
シ

座
具

，

よ一

唱
レ

之
唱
畢
著
コ

草
鞋
づ

到
訓

始

所〜

　

返
ゴ

賜
座

具
於
從
僧

因
罅

復
座

．

次
堂

童
子

國
腫

収
コ

花
筥
男

退
去

．

次
打
レ

磬
一

度

次
大
阿
闍
梨
執
ユ

香
呂
尋

次
開
眼

囲

罐
肇
腮
羸

次
表
白

　
此

，

間
分
ゴ

置
ク

御
經
→

堂
達
跪
葺

御
經
机

下〜
取
コ

出
・

御

經
孑

置
勲

　
筥

蓋
皿

取
コ

金

剛
頂
經
第
一

尊

勝
陀
羅
尼
一

巻
→

就
葺

禮
盤

，

邊．〜

置
コ

右
脇

机〜
則

チ

令
ヨ

預一
持
コ

御
經
筥

．

蓋
巧

分
尹

置
ク

僧
前
經

机「

黔
擁
き

上

・

懿
緬

講
髏
器

次
讀
ユ

御
願
文
男

次

盪
經

矍
園

議
型
釀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

マ

　
図

先
稱
レ

之

抑
モ

新
寫
御
經
御
可
レ

奉
レ

拝
訪

首
題
巧

　

衆
僧
内

二

揚
レ

之

次
打
レ

磬
　一
度

次
發
願

圀

樺

次
五

大
願

次
小
祈
願

國

羅
盤
壁
蝉

次
小
讀
經

次
打
レ

磬
　一
度

次
止
ユ

讃
經

．

次
打
レ

磬

　一
度

次

篷
奨
御
誦
經
文
於
導
師

轟
擁
鱸

嵯

次

專
當
槌

薇
誦
經
鐘

真
預

，

仰
レ

之

次
大
阿
闍
梨
讀
ユ

御
誦
經
文
巧
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次
打
ン

磬
　一
度

次
發
願

持
一
諷

誦

文一

次
四

弘

次
佛

名

持

諷

誦
文一

次
教
化

困

鮪
撫
瀬
闘

飆
描

塑

撻

次
堂
達
返
訪

取
リ

御
誦
經
文
巧

請
コ

咒
願
づ

復
座

．

次
大
阿
闍
梨
執
一

香
呂一

次
神
分
祈
願
等

次
五

悔

　
此

，

問
預

リ

入
ア

後
戸一

撤
コ

衆
僧
前

，

經
机
弓

園

歃

騨一

次
勸
請
五

大
願

等

園

避
礁
繭

胚
噺

冒

攤

　
預

入
二

後
戸

置
滸

鉢
於
讃
頭
前

忙

置
」

鐃
於
末
座
前
〜

退

出
．

次
讃
頭
發
音

圜

齟

儺
誑

次
普

供
養
三

力

次
打
レ

磬

　一
度

次
供
晶

養

法
　
如
レ

常

兩

部

合

行

次
散
念
誦
了

．

打
ゼ

字
，

磬
弓

　一

度

　
衆
僧
等
誦
ヨ

字
咒
弓

次
後
供
養

　

閼
伽
以

前
。

佛
布
施
一

裹

供
ン

之

次

後
鈴

次
誦
レ

讃

齧
漢

覊
講

次
並
目

供
養
三

力
祈
願
禮
佛

國
歉
駄
期
飜
蹤

墾
念

次
打
レ

磬

　一
度

次
廻
向

次
大
阿

闍
梨
降
ユ

禮
盤

．

取

春
旦
三

禮

・

艱
壕

，

香

次
著
つ

平
座
〜

　

十
弟
子
移
助

置
ク

法
具
於
平

座〜

次
諸
僧
退

去

　
先
け

之
．

讃
頭
起
け

座
．

進
ボ

出
．

正

面
．

間

机

酉〜
於
」

散
花
机

邊〜

聖
鉢

．

嬾

噸
・

向

ぜ
行

．

衆
僧
各

準
出

餅
矯

肇
還

烈

次
大
阿
闍
梨
退
去

　
十
弟
子

自
コ

後
戸一

参
進

メ

撤
二

法
具
→

絡
姙
く

出
二

正
面
中

央
．

問
飄

　
二

蹲
「

居
南
簣
子
軌

璽
從
ロ

，

後
二

如
二

進
儀
一

次
讃
二

段

園
麒

園

嶮

願

褪
麹

搬
紗

麟

猷

嘴
ヲ

　
一

品
宮
御
母
儀
三

十
三

回

忌
御
佛
事
被
レ

行
レ

之

　
大
阿
闍
梨
上

醍
醐
水
本
僧
正

寛
濟
職
衆
十
二

口
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伝法院流所用 「曼荼羅供次第」（細沼）

右
次
第

從

御
所一

被
レ

注
ゴ

書
之
一

了
也

四

色
佛
供
置
様

疊

幅
。

蠡

　
　

　
　
　

　
　
　

♂

脳

佛
布
施

　
　

　
　
　

　
　
　

　
マ

ヱ
コ

かり

　

緒
ハ

ニ

寸
ヅ
ツ

タ

タ
ム

ソ

　

尻
頭
バ

カ

タ
ム

ス

ビ

五

種
鈴

　

此
説
如
何

　
　

　
ム

癖
　
　

〜
弓

　
　

象

妻
嫻

舟

執
蝋
難

櫻

鴛
藷

 

・

 

鳶

 

　
　

　
翼

幽
「

　
　
貞

丸
搾

　
　
　
　

嘉
 
仟

　

右
塔

鈴
之

外
之
四

．

ハ

各
有
二

金
剛
盤　

可
レ

向
レ

之

樣
・

二

説

　

有
レ

之

　
一

者
隨
方
二

者
觀
心一

互

云

　

朱
書
云

ク

觀
心

次
第
此

説
非
也

　

以
二

五

鈷
鈴一

居
二

正

面
．

方
く

正

面
方
鈴
杵

ハ

居
コ

五

鈷

鈴
方．〜

於
」

ハ

此

兩
鈴．〜

可
レ

用

觀
心一

五

種
鈴
杵
等
互

二

具
二

其
徳　

故
。

餘
方
鈴
杵
等

ハ

不
レ

可

レ

違
コ

本
方
三

筑

云

四

色
佛
供
事

　

稽
略

駕

　

　
　
　

　
　
　

駅

　
　
　
亮

　

　
　
　

　
　

亀

 

　
　
　

ゐ

　

　
　
　

　
　
　゚

Y
　
　
　

九

　

　
　
　

　
　
　

　

蝕

蝕

撫

　
右
又
ハ

以
ヨ

艮
巽
坤
乾
の

如
レ

次

擬
．

東
西
南
北

青
黄
赤
里
盤

令

　
弘

次

第一
居
融

之
．

　
又
南
向

ノ

堂
ナ

．

ハ

以
け

巽
．

爲
レ

束
以
ン

艮
爲
レ

北
五

云

　

金
界

ナ

レ

バ

青
黄
赤
黒
也

　

胎
界

ナ
．

バ

赤
黄
青
黒
也

　
外

題

　
豐
山
傳
法
院
權
僧
正
尊
如

　

　
　
廣
澤
曼
荼
羅
供
次
第
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